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研究成果の概要（和文）：本研究は戦後のアジア系アメリカ人の「白人化」（whitening）プロ

セスに対し、第二次世界大戦期間中に OSS（Office of Strategic Services 戦略情報局）に加入

したアジア系アメリカ人はアメリカエリートとのコネクションをもっていたにもかかわらず、

大きな影響を与えていなかったことを判明した。 

 
研究成果の概要（英文）：This research demonstrated that the postwar “whitening” process for Asian 

Americans may not have been caused by established social connections with America’s elites 

through organizations such as the Office of Strategic Services during World War II, as I had 

previously thought. 
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１．研究開始当初の背景 

 アジア系アメリカ人と OSS を対象とする

本研究は、戦後アジア系アメリカ人の「白人

化」という大きなプロジェクトの中のごく小

さな一部としてスタートした。多くの社会的

や経済的に成功したアジア系アメリカ人が

ＯＳＳと協力関係を持っていたことに注目

されていなかったにもかかわらず、日系アメ

リカ人を研究対象とした数多くの研究書に

も取り上げられなかった。最初に、HAYASHI 

は本研究をただ一つの小さいテーマとして

想定したが、実際の調査中に、想像もつかな

かった莫大な一次資料を発見したことや、本

プロジェクトはオックスフォード出版会社

（Oxford University Press）によって研究書

として出版されるようになった。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究は、アジア系アメリカ人、とくに日

系アメリカ人たちの“Whitening”（白人化）

という概念を扱い、白人化をとりまくいくつ

かのファクターとの関連性を明白にするこ

とを目指すものである。 

 
 
３．研究の方法 
（１）OSS とアジア系アメリカ人たちの関係

に対し、彼らはアメリカのエリートたちとの

社会的結びつきを構築しようとし、そのつな

がりを利用することで、第二次世界大戦前の

時期において、アメリカ社会における

“Socioeconomic Ladder”（社会経済的上昇

のための手段）としていた、という仮説を立

てて検証する。 

 

（２）アジア系アメリカ人のアメリカ人とい

てのイメージが構築されていくうえで、研究

機関における知識人たちが果たした要因を

調査した。 

 

（３）ジェンダーの視点から考察する。 

 

 

４．研究成果 

本研究は三つのファクターを柱に調査を

行った。 

（１） アジア系アメリカ人たちの社会文化

的要因である。この要因はアジア系アメリカ

人たちが、社会経済的に高い地位にあるアメ

リカ人たちと職業を共にし、交流するなかで

発展してきたと考えられる。今回取り上げた

OSS はアメリカ軍部の諜報戦略をあつかう

部門として名高いが、そこではルーズベルト

派やバンダービルト派、トルストイ派といっ

たアメリカを代表するようなエリートたち

が職務についていた。HAYASHI は OSS とア

ジア系アメリカ人たちの関係に対し、以下の

ような仮説を立てて検証した。アジア系アメ

リカ人たちはアメリカのエリートたちとの

社会的結びつきを構築しようとし、そのつな

がりを利用することで、第二次世界大戦前の

時期において、アメリカ社会における

“Socioeconomic Ladder”（社会経済的上昇

のための手段）としていた、と。しかし、今

までの調査によってその仮説が誤りであっ

たことがわかった。そして、アジア系アメリ

カ人の多くは、アメリカのエリートたちとの

交流から利益を得ていなかったことが判明

した。それは、第二次大戦以前、OSS の社交

クラブや、OSS の関係集会に参加していた者

たちでさえ同様であった。 

 

（２） アジア系アメリカ人のアメリカ人イ



メージが構築されていくうえで、研究機関に

おける学者たちが果たした役割である。本研

究において、HAYASHI が特に重要視したの

は、“Institute of Pacific Relations”の役割

である。この機関は第二次世界大戦以前のア

メリカにおいて東アジア研究を専門とする

学者たちの中心地であり、大きな影響力があ

ったと想定した。しかし、今回の調査で

Institute of Pacific Relations は、アジア系ア

メリカ人イメージの構築において、大戦期間

中に想定したような大きな役割を果たして

はおらず、戦後には、想像した以上の速さで、

その影響力を失ってしまっていたというこ

と、を判明した。その一方で、HAYASHI は、

特定の何人かの学者たちは、アジア系アメリ

カ人のアメリカ人イメージの構成に関わっ

ていたことを発見した。そして、アジア系ア

メリカ人のイメージ構成に対し、学者人たち

の果たした影響という点においては、推量が

一定程度正しかったことを立証できた。 

 

（３） ジェンダーの観点である。今回の調

査の中で、HAYASHI は Institute of Pacific 

Relations に関わりのある学者たちや活動家

たちと、他のコスモポリタン主義的なグルー

プたちがアジア系アメリカ人のイメージを

構成してゆく上での、ジェンダーとの関わり

に注目した。とりわけ、彼らがアジア系アメ

リカ人イメージを”Feminizing”（女性化）

する方向へ寄与していたのではないかと考

えていた。しかしながら、このジェンダーの

問題は、研究分担者である安武留美の研究に

代表されるように、また別個の問題としてあ

つかわなければならないということがわか

った。 

 

 本研究における新しい発見は、HAYASHI に

とって驚きとなるものが多く、新たな研究視

点と方向性を与えられた。以前から研究して

きた、戦後の移民コミュニティにおける指導

者たちのより詳細な分析と、彼らが「白人化」

の過程に果たした役割について再び考察し

たいと考えている。また、アジア系アメリカ

人と OSS の関係についての調査結果は、オッ

クスフォード大学出版会からの学術書とし

て本年度の秋頃に出版の予定であり、現在原

稿の校正中である。 

科研費の助成がなければ、本研究における

新しい発見がなかっただろう。ここでは、科

研費の助成に対し大いに感謝申し上げる。 
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